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令和３年度 第４回

おおたま学園コミュニティ・スクール委員会

兼 〇 大玉中学校学校運営協議会

日 時：令和３年９月３日（金）１６:２５～１７:５５

場 所：大玉中学校 体育館

（ 進行 ： 大玉中教頭 早川 貢 ）

１ 開会のことば (おおたま学園コミュニティ・スクール委員会副会長 舘下 愛理)

皆さん、こんにちは。本日は蒸し暑い中お疲れ様です。それでは、令和３年度大玉村立玉井幼稚園

・玉井小学校学校運営協議会、第４回おおたま学園コミュニティ・スクール委員会（以下ＣＳ委員会

と略記）を行います。よろしくお願いいたします。

２ 教育長あいさつ （大玉村教育委員会教育長 佐藤 吉郎）

￮ 皆さん、こんにちは。今回は大玉中学校に特化してのＣＳ委員会です。大玉中学校の先生方には、

オープンスクールでの授業公開等でお疲れのところ、代表の先生方にご参加いただきありがとうござ

います。

先ほどのオープンスクールで感じたことを２点お話しさせていただきます。それがこの後の協議に

つながるといいと思います。

￮ 県北教育事務所の先生方に授業を見ていただいた。授業の前に安田校長先生から学校経営の概要説

明があった。大玉中学校で力を入れていることの説明があり、それがこれからの協議につながってい

くのだが、その中で、大玉中学校で言えばキーワードは“大玉プライド”であるが、それを“大玉ブ

ランド”にしていきたいという話をされた。そういうことも念頭に置いて話し合いを進めていただき

たい。

￮ 最後には指導のまとめがあった。主任指導主事から、「よい授業をするための三角すい」についての

話があった。よい授業をするためには、３つのゾーンがあり、そのベースとなるのが「生徒との信頼

関係（生徒指導）」であるということである。大玉中学校の昇降口を見る機会があったが、その素晴ら

しさに驚いた。以前から言われていることだが、学校の日頃の生徒指導の実態を端的に表すのが昇降

口の靴箱の様子であること、生徒指導がしっかりしていることを表している。

￮ ＣＳ委員の皆さんには、短い時間ではあるが、大玉中学校がブランド化できるようにいろいろ提言

やご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

３ おおたま学園ＣＳ委員会会長あいさつ （おおたま学園ＣＳ委員会会長 伊藤和弥）

皆さん、改めましてこんにちは。本日は午後から長時間にわたって、オープンスクール、分科会、

そしてこのＣＳ委員会にご参加いただきありがとうございます。

私は道徳科の授業を参観させていただいた。子どもたちがとても元気で自由に発言し、伸び伸びと

学んでいる姿を見て、先生方と子どもたちが本当に信頼し合って活動していることを実感した。指導
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助言でも、このように先生方と子どもたちが信頼し合って、授業をしている様子というのはなかなか

見られないのではないかとお褒めの言葉をいただいた。これも、長年ＣＳに携わってきて、子どもた

ちがこんなふうに成長してきたのかなと改めて感激している。

さて、今日は、限られた時間ではありますが、私たち大人も活発に意見を出し合って、よりよい意

見として提言できるようにご協力をお願いしたいと思います。本日もよろしくお願いします。

４ 大玉中学校出席者自己紹介

本日参加した大玉中の教職員が自己紹介を行う。

５ 協議

（１）令和３年度の学校運営について （大玉中学校長 安田 浩明）

それでは学校運営の概要を説明させていただきます。

まず、この写真だが、校舎の上にちょうど虹が写っている。私は虹が大好きで、小さい頃「あの

虹はどうなっているんだろう」と思

い、どこまでも追いかけていって力尽

きたことがあった。見上げるととても

きれいだなと感じる。７つの色のよう

に、先生方もそれぞれのカラー、持ち

味を生かして子どもたちから見上げ

られる（憧れられる）ような存在とな

って、調和のとれた組織でありたいと

いつも思っている。

① 教育目標について

先ほど教育長さんからもお話があったが、今年は「大玉プライド」を学校運営のキーワードにし

ている。本校の教育目標は、「意欲をもって学ぶ生徒」「認め合い高め合う生徒」「自ら心身を鍛える

生徒」である。そして、学校経営の基本姿勢と目指す学校像を、「将来に夢を抱き、実現に向けてひ

たむきに努力する生徒」の育成を目指して次のような学校づくりを目指している。、

￮ 生徒も教師も誇りをもてる学校 － 互いに認め合うことができる学校づくり

￮ 保護者や地域から応援され、共に歩む学校 － 地域に貢献する学校づくり

￮ 学び続ける教師がいる学校 － 指導力のある教師が揃う学校づくり

② 今年度の重点事項

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を通して、確かな学力の向上を図る。

【知育】

￮ お互いに授業を見合う機会を年間計画に位置付けている。授業研究会を計画して、全員が

授業研究を行い、そこでＫＪ法による授業の振り返りをしてスキルアップに努めている。

イ 地域や社会と接点を持ちつつ、多様な人々との心の交流を通して豊かな人間性や社会性を育

む。 【徳育】

￮ ＳＤＧｓと関連を図りながら、豊かな体験・交流活動を推進していく。例えば、生徒会活
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動の活性化を図って、“虹の架け橋”という活動で「大玉村に住む一人暮らしの高齢者に暑中

見舞いのはがきを出そう」というテーマのもと取り組んだ。

￮ 村民に呼びかけをして、道端に落ちているゴミを拾ったりもした。また、募金活動を村内

の３箇所で行った。多くの方々にご協力をいただいた。各学年の先生方も創意工夫をしなが

ら生徒会活動や総合的な学習の充実に努めている。日頃からの絶大なるご支援、ご協力をい

ただいている地域に対して、学校として何か貢献できないかという視点で様々な取り組みを

しているところである。

￮ 先日、今年度の全国学力・学習状況調査の結果が出た。学力的には国語も数学も全国標準、

県標準を上回っていた。また、たくさんの質問項目がある中で、「総合的な学習の時間では自

分の課題を立てて情報を集め、整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組ん

でいるか」について、全国・県平均を大幅に上回っていた。つまり、子どもたちが総合的な

学習に一生懸命、自主的に取り組んでいるという自覚があるということの裏付けである。

ウ 様々な体験活動を通して、心身の健康増進と防災・安全教育の充実を図る。【体育】

￮ 昨年度の体力テストによると、体力的にはやや劣っている。特に全身持久力が低いという

結果だった。簡単に言うと走り込みが足りないということである。今年度は、実態に基づく

体力づくりメニューを作り、

体育の授業や部活動等におい

て全校を挙げて取り組んでい

る。

￮ 「子どもたちに広がるＳＮ

Ｓの世界」ということで調査

を行ったところ、次のような

結果になった。

・使用時間…だいたい１日に

２時間くらいネットに接続していると答えた生徒が多い。かなり使っている現状である。

・「家族でルールを決めているか」の問い…「はい」と回答した生徒の数は多いのだが、「い

いえ」の回答者の合計が全校で１０２名もいた。２４８名中１０２名であるので、かな

りの割合で家庭でルールを決めていないということである。この辺りに問題があるのか

なと思う。

￮ 心身の健康保持増進については、「メディアコントロール」や「望ましい生活習慣の確立」

が大切である。さらに、今年度も引き続き新型コロナウイルス対策もしっかりしていかなけ

ればならないと考えている。そんな中意図的な体験と交流を実施した事例をあげる。

・新入生と保護者に対して情報モラル教室を開いて、家庭のルールの大切さを学んでもら

った。 → 家庭のルールを決めて欲しいというねらい

・３年生に対して薬物乱用防止教室を開いた。茨木ダルク代表の岩井氏を講師に招いて、

生の声を聴き子どもたちはかなり驚いていた。生徒が「薬物は全体に使ってはいけない」

と心から感じた機会になった。また、一緒に参加いただいた保護者の方々からも「わが

子にそんなことをさせたくないと思った」という感想が数多く寄せられた。
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③ 地域と歩む学校を実現するために

積極的な情報発信が必要ではないかと思う。地域の方々に、学校のこと、子どものことを知っ

ていただくことで地域と共に歩むきっかけづくりをしていきたい。

→ 直売所、ＪＡ、郵便局等に学校便りを掲示していただいている。また、地域清掃や募金活

動を行ったのだが、その呼びかけを村の防災無線を使わせていただいて行った。

④ 学び続ける教師がいる学校

￮ 福島県中学校教育研究会研究物審査会で２年連続で最優秀賞を受賞した。これは県で多数応募

がある中、２校のみが選ばれる素晴らしい賞で、教職員のこれまでの研究の成果である。

￮ 外部講師を招いて服務倫理委員会を開いた。一般的に学校・教師の世界というのは狭いと言わ

れるのだが、決してそうならないように企業等の外部講師をお招きしてご意見を伺った。

￮ 教師が学び続け、生徒が地域に貢献していくことによって、地域の皆さんに中学校のことをよ

り知っていただくことにつながるのではないかと考える。（消防活動に貢献し消防署から表彰を

受けたこと、お年寄り宛の葉書を書いてデイサービスに送ったこと等の実践等から）

生徒がいろんな方々から褒められたり、表彰されたりすることによって、教師の笑顔も増えて

いる。

このような形で、生徒や教職員が大玉村に誇りを持ち、自分の学校にも「自負心」や「自尊心」

を持てるよう、そして地域の方々にも思っていただけるそんなプライドをつくっていきたい。そし

て、それがやがて“大玉ブランド”に成長し、大玉中が一流と呼ばれる学校になっていければいい

と考えている。

今日は、その“大玉プライド”ということで話し合っていただきます。“大玉プライド”を育むた

めには、どのようなスキル・教育活動が必要なのかを考えご協議ください。一例はあげましたが、

いろんなスキル・資質・ 能力があると思います。大玉村の子どものためにということで何が必要か

を各班で話し合っていただければと思います。以上長くなりましたが、私からの説明を終わります。

（２）グループ協議「『大玉プライド』を育むための資質・能力と教育活動について」

① グループ協議の進め方について （大玉中教頭）

＜議題について＞

本日のグループ協議の議題は、「“大玉プライド”を育むための資質・能力と教育活動について」

で、大玉中学校の子どもたちの豊かな成長とともに、“大玉プライド”を育むための資質・能力

と教育活動についてである。大玉中学校の子どもたちの豊かな成長と“大玉プライド”を育むた

めにどのような資質・能力・スキルを高めればよいかを考え、学校と保護者や地域の皆さんのそ

れぞれの立場で“できること”“行いたいこと”“お願いしたいこと”等を出し合っていただきた

い。要項 10ページにスキルの例を挙げているがこれにこだわらなくても構わない。こんなスキ
ルが必要ではないかということであげていただいてよい。なお、この議題を考えるに当たり、校

長と教頭で話し合ったが、やはり地域の皆さんの考えをもっと生かしたいということでこの議題

を設定している。

＜協議の進め方＞

ア 各自付箋に記入する。 (５分)

イ KJ法でそれぞれの考えを共有し、同じ内容についてまとめる。 (10分)
－４－
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ウ 資質・能力、できること、行いたいこと、お願いしたいことについて協議する。(15分)
エ ウについて司会者が発表 し、全体で共有する。(10分)
※ リーダーは大玉中の教職員

が行う。発表はＣＳ委員にお

願いしたい。

② グループ協議

～ 略 ～

③ 隣接グループとの共有

～ 略 ～

④ 全体共有（代表のグループの発表） ～各班の代表者による発表～

（進 行）３つの班を指名するので、指名された班はマイクを使い全体に向かってお話しいただきたい。

３ 班 （吉田ＣＳ副会長）

￮ 大きく分けて３つの意見が出た。

￮ 「子どもが主体となった発信力」

子どもたちが「やってみたい」「してみたい」と思うことを自分たちで計画したり、行動したり、

発信したりと、主体的に実践する力が必要ではないか。そのためには、子どもたちが学校で取り組

んでいることをもとに訴える機会を設定することや、大人が子どもを褒めたり認めたりする機会を

増やすことが大切である。

￮ 「あいさつをする力」

大玉中学校の生徒は日頃からあい

さつがよくできている印象だが、今後

も継続してほしい。また、周り人と関

わることでさらに思いやりの心も培

っていってほしい。

￮ 校外活動や交流活動等

・コロナ禍で難しいことではある

が、部活動の練習試合や周りの地

域との活動等を通して、さらに視

野を広げて、うれしかったり、楽しかったり、時には悔しかったりする経験をしてほしい。

・子どもの学びを支える上でも家庭における健康管理等が大事である。

５ 班 （後藤ＣＳ委員）

￮ 大きく分けて２つの意見がでた。

￮ 子どもたちの自己肯定感を高めることにつながる資質・能力→あいさつ、社交性、コミュケーショ

ン能力、自分で積極的に体験すること

・あいさつについて → 保護者目線では、今日の子どもたちのあいさつの様子は素晴らしいと感じ

たが、先生方としてはまだまだ不十分という印象のようだ。家庭や地域でもできるよう取り組ん

でいく必要がある。
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・学校において認めあい、伸ばし合う生徒会活動等を積極的に行う。家庭においても子どもたちの

よさや課題について話し合う機会を持つようにすればいいのではないか。

・社交性について → コロナ禍である

ので、外部との交流はなかなか難し

いとは思うが、できる範囲で学校で

積極的に取り組んでいただきたい。

家庭においては、ボランティア活動

等に積極的に参加する機会を持つよ

うにしたい。何事も自分でできる子

になってもらいたいので、（我慢し

て）見守ったり、できるだけ手を出

さないようにしたりする。

￮ 体力を身に付けること

先ほど校長先生から体力の低下のお話があった。部活動を頑張っているとは思うが、通学の送迎

が多い傾向にあり、体力の低下の一因にもなっているのではないか。「暗くなってしまい心配」とい

う保護者の気持ちは分かるが、月に何日か日にちを決めて、登下校の指導（自転車・徒歩による通

学）を実施してみてはどうか。

６ 班 （中小路ＣＳ委員）

￮ 私たちのグループでは４つの意見が出た。

￮ コミュケーション能力

「日本一のあいさつをめざす」という目標を踏まえて、学校のあいさつ運動の充実を図るとと

もに、地域と連携をとりながら更なる充実を図っていく。

￮ 協調性

仲間づくりが大切である。子どもたちは、大山小、玉井小から進学してくるのだが、異なる仲

間意識を１つにまとめていくのが難しい。部活動については、スポ少でやってきた子と未経験の

子についても違う意識があって難し

い。

￮ 郷土愛

郷土愛を育むために、地域と共に

学ぶ総合的な学習の充実を図った

り、ゲストティーチャーに来ていた

だいて様々な部分での専門的な意見

を聞いたり、経験したりできる場を

設ける。

￮ 愛校心

愛校心（＝この学び舎で過ごしてよかったという意識）をどうやって子どもたちに持たせられる

か。→ 何年経ってもこの場所で一緒に学べてよかった」という学校の雰囲気や活動を実現したい。
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（３） 講 評 （おおたま学園ＣＳ委員会会長）

￮ みなさんお疲れさまでした。楽しい時間はすぐに過ぎてしまいます。今日も充実した話し合いがで

きたのではないかと思います。

￮ 私たちのグループでも話題になったのだが、大玉中学校の８０％の生徒は、将来都会に行きたいと

いう思いを持っているという話を聞いた。ただ、今まで通り大玉村のいい所をどんどん分かってもら

えれば、将来的には必ず戻ってくると思う。（都会に出て確かにいい所もあり、そういう経験も必要

なのだとは思うが…。）

￮ コミュニケーション能力の向上を何とかお願いしたいという意見が私たちのグループでも出た。幼

稚園から中学校まで全部同じクラスの子もいる。それ故、以心伝心でしゃべらなくとも考えているこ

とが分かってしまうというようなことも起こりうる。様々な学習、交流活動、ＩＣＴ教育等を推進す

ることによって、コミュニケーション能力の向上を図れるのではないだろうか。

￮ 今後も、このようなコロナ禍の大変な中でもどういうふうに工夫したら進められるのか常に考え、

協力していければいいと思います。本日はどうもありがとうございました。

（４） 御礼のことば （大玉中校長）

本日は、午後１時過ぎから授業参観、分科会、学校運営協議会と長時間に渡って参加され、学校の

授業や様子等をご覧いただき、そして様々な提案をしていただき本当にありがとうございました。

「山椒は小粒でもぴりりと辛い」と言います。大玉中は規模は小さいけれども、小回りのきく利点

を生かして、子どもたちの活動・交流・体験をたくさん行い、子どもたちの学びを育てていきたい

と考えています。

地域の皆様の真心をいつも感じており、今日もそんな皆さんの気持ちを強く感じたところです。

今後も教職員一同一丸となってがんばっていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。本

日はどうもありがとうございました。

（５） 事務局から

・ 本日のアンケートの記入・提出について

６ 閉会のことば (おおたま学園ＣＳ委員会副会長 吉田 都)

皆さんお疲れ様でした。これをもちまして、令和３年度大玉村立大玉中学校学校運営協議会並びに

第４回おおたま学園ＣＳ委員会を終わりたいと思います。外が薄暗くなっておりますので、気をつけ

てお帰りください。ありがとうございました。

－７－
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

※ 「おおたま・オータム・フェスタ」のガイドラインについての説明と協議

～学校運営協議会の前に実施～ （指導主事 斎藤一範）

（斎藤指導主事）前回のコミュニティ・スクール委員会において、「おおたま・オータム・フェスタ実

施に関するガイドライン」を作成することが決定された。本日は、資料をもとに大きく２つについ

てお示しする。

① 基本的な感染症対策について

項目（７）手洗いが難しい場合（登山）は、アルコール等で手指消毒を行う。

→ 児童一人一人にアルコールのウェットティッシュを配付する。（村教委より）

項目（10）道具等を共有する場合には、その都度アルコール等で手指消毒を行う。
→ 「昔遊び・グラウンドゴルフ」を想定している。

項目（12）移動の際のバスの人数の上限を乗車定員の６０％程度とし、密にならないようにする。
バス乗車中はマスクを着用し、会話は控えるようにする。

項目（13）ＣＳ委員、関係団体、保護者ボランティアの方には、事前に「体調チェックと感染対策
のお願い」を配付し、当日提出してもらうようにする。体調管理を徹底する。

② 実施の判断基準について

項目（１）について

基本的には「学校の新しい生活様式」を踏まえて、地域の感染レベルに応じて対処する。

→ 現在の県内の感染レベルは３

項目（２）おおたま・オータム・フェスタ実施１週間前（９月２４日）の福島県内の感染レベルに

より判断する。（レベル１→実施 レベル２→中止 レベル３→中止）

ただし、福島県内の感染状況が悪化し、おおたま・オータム・フェスタ実施１週間前の感染レ

ベルが２又は３であることが県より事前に示された場合は、その時点で中止の判断をする。

現在９月１２日までの対応については示されているのだが、それ以降についてはこれから示さ

れることになる。例えば、「９月２５日まで延長する」となった場合は、その時点で中止と判断す

るということである。

以上、県内の感染レベルで判断するということを示させていただいた。ご意見をいただければと思

う。

（ＣＳ会長）前回のＣＳ委員会において、ガイドラインを作成してはどうかということになり、事務局

で今回準備いただいた。これに基づいて判断するという説明があったが、このことについてご意見

があればお伺いしたい。 ～ 特にない様子 ～

（ＣＳ会長）９月２４日に最終判断、または、今後１週間以内に県より（県独自非常事態宣言等の）延

期等が示されたならば、それによって判断するということになる。只今の事務局の案について問題

がなければこれを適用するということでよいか。 ～ 多くの賛同 ～

（ＣＳ会長）それでは、今回はこのガイドラインをもとに実施可否を決定することとする。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

－８－

8


